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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク（１１０）がサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決定するための決定ノ
ード（１１２）を含み、第１の通信デバイス（１２０）と第２の通信デバイス（１３０）
とが前記ネットワークに接続されている環境において使用される制御ノード（１１１）で
あって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ユニット（２０１）であって、前記ＱｏＳ
要求は、前記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連
情報を含む、要求受信ユニット（２０１）と、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ユニット（
２０３）と、
　前記ネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための、前記
決定ノードが決定した前記ネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信するパラメータ
受信ユニット（２０４）と、
　前記ネットワークのための前記ＱｏＳパラメータの前記決定の結果を前記第２の通信デ
バイスへ送信する送信ユニット（２０５）と、
　を備え、
　前記要求受信ユニットは、前記第１の通信デバイスから前記ＱｏＳ要求を受信し、前記
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第１の通信デバイスから前記通信セッションを確立するセッション要求を更に受信し、
　前記送信ユニットは、前記決定の前記結果として前記ネットワークのための前記ＱｏＳ
パラメータを前記第２の通信デバイスへ送信し、
　前記送信ユニットは、前記セッション要求を前記第２の通信デバイスへ転送し、
　前記パラメータ受信ユニットは、前記制御ノードにおいて前記通信セッションのための
ＱｏＳを実行するための、前記決定ノードが決定した前記制御ノードのためのＱｏＳパラ
メータを更に受信し、
　前記制御ノードは、前記制御ノードのための前記ＱｏＳパラメータに基づいて前記制御
ノードにおける前記通信セッションのためのＱｏＳを実行する実行ユニット（２０７）を
更に備える
　ことを特徴とする制御ノード。
【請求項２】
　前記要求受信ユニットは、前記第２の通信デバイスから、前記通信セッションのための
ＱｏＳを更新するＱｏＳ更新要求を受信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の制御ノード。
【請求項３】
　ネットワーク（１１０）がサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決定するための決定ノ
ード（１１２）を含み、第１の通信デバイス（１２０）と第２の通信デバイス（１３０）
とが前記ネットワークに接続されている環境において使用される制御ノード（１１１）で
あって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ユニット（２０１）であって、前記ＱｏＳ
要求は、前記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連
情報を含む、要求受信ユニット（２０１）と、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ユニット（
２０３）と、
　前記ネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための、前記
決定ノードが決定した前記ネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信するパラメータ
受信ユニット（２０４）と、
　前記ネットワークのための前記ＱｏＳパラメータの前記決定の結果を前記第２の通信デ
バイスへ送信する送信ユニット（２０５）と、
　前記ネットワークのための前記ＱｏＳパラメータに基づくＱｏＳが所与の閾値よりも低
い場合に、前記第２の通信デバイスに対して、前記通信セッションにおいてデータ伝送の
ために使用するプロトコルを、より遅延に強いプロトコルに変更するように指示する指示
ユニット（２０６）と、
　を備えることを特徴とする制御ノード。
【請求項４】
　前記第１の通信デバイスから、前記第１の通信デバイスの能力を表すデバイス関連情報
を取得する取得ユニット（２０２）を更に備え、
　前記要求ユニットは、前記決定ノードに対して、前記デバイス関連情報に更に基づいて
前記決定を行うように要求する
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の制御ノード。
【請求項５】
　前記要求受信ユニットは、前記第１の通信デバイスのユーザのＱｏＳに関するプリファ
レンスに関連付けられた識別情報を更に受信し、
　前記要求ユニットは、前記決定ノードに対して、前記プリファレンスに更に基づいて前
記決定を行うように要求する
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の制御ノード。
【請求項６】
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　第１のネットワーク（５１０）がゲートウェイノード（５２０）を介して第２のネット
ワーク（１１０）に接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイス（１２０）
を含み、前記第２のネットワークがサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決定するための
決定ノード（５３０）を含み、第２の通信デバイス（１３０）が前記第２のネットワーク
に接続されている環境において使用される制御ノード（１１１）であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ユニット（２０１）であって、前記ＱｏＳ
要求は、前記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連
情報を含む、要求受信ユニット（２０１）と、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ユニット（
２０３）と、
　前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
、前記決定ノードが決定した前記第２のネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信す
るパラメータ受信ユニット（２０４）と、
　前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳパラメータの前記決定の結果を前記第２の
通信デバイスへ送信する送信ユニット（２０５）と、
　を備え、
　前記要求受信ユニットは、前記ゲートウェイノード経由で前記第１の通信デバイスから
前記ＱｏＳ要求を受信し、前記ゲートウェイノード経由で前記第１の通信デバイスから前
記通信セッションを確立するセッション要求を更に受信し、
　前記送信ユニットは、前記決定の前記結果として前記第２のネットワークのための前記
ＱｏＳパラメータを前記第２の通信デバイスへ送信し、
　前記送信ユニットは、前記セッション要求を前記第２の通信デバイスへ転送し、
　前記パラメータ受信ユニットは、前記制御ノードにおいて前記通信セッションのための
ＱｏＳを実行するための、前記決定ノードが決定した前記制御ノードのためのＱｏＳパラ
メータを更に受信し、
　前記制御ノードは、前記制御ノードのための前記ＱｏＳパラメータに基づいて前記制御
ノードにおける前記通信セッションのためのＱｏＳを実行する実行ユニット（２０７）を
更に備える
　ことを特徴とする制御ノード。
【請求項７】
　前記要求受信ユニットは、前記第２の通信デバイスから、前記通信セッションのための
ＱｏＳを更新するＱｏＳ更新要求を受信する
　ことを特徴とする請求項６に記載の制御ノード。
【請求項８】
　第１のネットワーク（５１０）がゲートウェイノード（５２０）を介して第２のネット
ワーク（１１０）に接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイス（１２０）
を含み、前記第２のネットワークがサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決定するための
決定ノード（５３０）を含み、第２の通信デバイス（１３０）が前記第２のネットワーク
に接続されている環境において使用される制御ノード（１１１）であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ユニット（２０１）であって、前記ＱｏＳ
要求は、前記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連
情報を含む、要求受信ユニット（２０１）と、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ユニット（
２０３）と、
　前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
、前記決定ノードが決定した前記第２のネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信す
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るパラメータ受信ユニット（２０４）と、
　前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳパラメータの前記決定の結果を前記第２の
通信デバイスへ送信する送信ユニット（２０５）と、
　前記ゲートウェイノードから、前記第１のネットワークにおいて前記通信セッションの
ために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第１のネットワーク関連情報を取得する取
得ユニット（２０２）と、
　を備え、
　前記要求ユニットは、前記決定ノードに対して、前記第１のネットワーク関連情報に更
に基づいて前記決定を行うように要求し、
　前記パラメータ受信ユニットは、前記第１のネットワークにおいて前記通信セッション
のためのＱｏＳを実行するための、前記決定ノードが決定した前記第１のネットワークの
ためのＱｏＳパラメータを更に受信し、
　前記送信ユニットは更に、前記第１のネットワークのための前記ＱｏＳパラメータを前
記ゲートウェイノードへ送信する
　ことを特徴とする制御ノード。
【請求項９】
　前記取得ユニットは、前記ゲートウェイノードから、前記第１の通信デバイスの能力を
表すデバイス関連情報を更に取得し、
　前記要求ユニットは、前記決定ノードに対して、前記デバイス関連情報に更に基づいて
前記決定を行うように要求する
　ことを特徴とする請求項８に記載の制御ノード。
【請求項１０】
　第１のネットワーク（５１０）がゲートウェイノード（５２０）を介して第２のネット
ワーク（１１０）に接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイス（１２０）
を含み、前記第２のネットワークがサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決定するための
決定ノード（５３０）を含み、第２の通信デバイス（１３０）が前記第２のネットワーク
に接続されている環境において使用される制御ノード（１１１）であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ユニット（２０１）であって、前記ＱｏＳ
要求は、前記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連
情報を含む、要求受信ユニット（２０１）と、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ユニット（
２０３）と、
　前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
、前記決定ノードが決定した前記第２のネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信す
るパラメータ受信ユニット（２０４）と、
　前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳパラメータの前記決定の結果を前記第２の
通信デバイスへ送信する送信ユニット（２０５）と、
　前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳパラメータに基づくＱｏＳが所与の閾値よ
りも低い場合に、前記第２の通信デバイスに対して、前記通信セッションにおいてデータ
伝送のために使用するプロトコルを、より遅延に強いプロトコルに変更するように指示す
る指示ユニット（２０６）と、
　を備えることを特徴とする制御ノード。
【請求項１１】
　前記要求受信ユニットは、前記第１の通信デバイスのユーザのＱｏＳに関するプリファ
レンスに関連付けられた識別情報を更に受信し、
　前記要求ユニットは、前記決定ノードに対して、前記プリファレンスに更に基づいて前
記決定を行うように要求する
　ことを特徴とする請求項６乃至１０のいずれか１項に記載の制御ノード。
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【請求項１２】
　第１のネットワーク（５１０）がゲートウェイノード（５２０）を介して第２のネット
ワーク（１１０）に接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイス（１２０）
と前記第１のネットワークにおいてサービス品質（ＱｏＳ）を実行するための第１のＱｏ
Ｓ実行ノードとを含み、前記第２のネットワークが前記第２のネットワークにおいてＱｏ
Ｓを実行するための第２のＱｏＳ実行ノード（１１３）を含み、第２の通信デバイス（１
３０）が前記第２のネットワークに接続されている環境において使用される、ＱｏＳパラ
メータを決定するための決定ノード（５３０）であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためのＱ
ｏＳパラメータを決定する要求を受信する受信ユニット（６０１）であって、前記要求は
、前記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報を
含む、受信ユニット（６０１）と、
　前記ゲートウェイノードと通信する制御ノード（１１１）から、前記第１のネットワー
クにおいて前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第１のネ
ットワーク関連情報を取得し、前記第２のＱｏＳ実行ノードから、前記第２のネットワー
クにおいて前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第２のネ
ットワーク関連情報を取得する、取得ユニット（６０２）と、
　前記第１のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
第１のＱｏＳパラメータと、前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのため
のＱｏＳを実行するための第２のＱｏＳパラメータとを、前記セッション関連情報、前記
第１のネットワーク関連情報、及び前記第２のネットワーク関連情報に基づいて決定する
決定ユニット（６０３）と、
　前記第１のＱｏＳパラメータを前記第１のＱｏＳ実行ノードへ送信し、前記第２のＱｏ
Ｓパラメータを前記第２のＱｏＳ実行ノードへ送信する、送信ユニット（６０４）と、
　を備えることを特徴とする決定ノード（５３０）。
【請求項１３】
　前記送信ユニットは、前記制御ノード経由で前記第１のＱｏＳパラメータを前記第１の
ＱｏＳ実行ノードへ送信する
　ことを特徴とする請求項１２に記載の決定ノード。
【請求項１４】
　前記受信ユニットは、前記制御ノードから前記要求を受信する
　ことを特徴とする請求項１２又は１３に記載の決定ノード。
【請求項１５】
　前記取得ユニットは、前記制御ノードから、前記第１の通信デバイスの能力を表すデバ
イス関連情報を更に取得し、
　前記決定ユニットは、前記デバイス関連情報に更に基づいて前記第１のＱｏＳパラメー
タ及び前記第２のＱｏＳパラメータを決定する
　ことを特徴とする請求項１２乃至１４のいずれか１項に記載の決定ノード。
【請求項１６】
　前記受信ユニットは、前記第１の通信デバイスのユーザのＱｏＳに関するプリファレン
スを更に受信し、
　前記決定ユニットは、前記プリファレンスに更に基づいて前記第１のＱｏＳパラメータ
及び前記第２のＱｏＳパラメータを決定する
　ことを特徴とする請求項１２乃至１５のいずれか１項に記載の決定ノード。
【請求項１７】
　第１のネットワーク（５１０）がゲートウェイノード（５２０）を介して第２のネット
ワーク（１１０）に接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイス（１２０）
と前記第１のネットワークにおいてサービス品質（ＱｏＳ）を実行するための第１のＱｏ
Ｓ実行ノードとを含み、前記第２のネットワークが前記第２のネットワークにおいてＱｏ
Ｓを実行するための第２のＱｏＳ実行ノード（１１３）を含み、第２の通信デバイス（１
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３０）が前記第２のネットワークに接続されている環境において使用される、ＱｏＳパラ
メータを決定するための決定ノード（５３０）を制御する方法であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためのＱ
ｏＳパラメータを決定する要求を受信する受信ステップ（Ｓ７０３）であって、前記要求
は、前記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報
を含む、受信ステップ（Ｓ７０３，Ｓ８０２）と、
　前記ゲートウェイノードと通信する制御ノード（１１１）から、前記第１のネットワー
クにおいて前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第１のネ
ットワーク関連情報を取得し、前記第２のＱｏＳ実行ノードから、前記第２のネットワー
クにおいて前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第２のネ
ットワーク関連情報を取得する、取得ステップ（Ｓ７０４）と、
　前記第１のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
第１のＱｏＳパラメータと、前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのため
のＱｏＳを実行するための第２のＱｏＳパラメータとを、前記セッション関連情報、前記
第１のネットワーク関連情報、及び前記第２のネットワーク関連情報に基づいて決定する
決定ステップ（Ｓ７０５，Ｓ８０３）と、
　前記第１のＱｏＳパラメータを前記第１のＱｏＳ実行ノードへ送信し、前記第２のＱｏ
Ｓパラメータを前記第２のＱｏＳ実行ノードへ送信する、送信ステップ（Ｓ７０６，Ｓ８
０４）と、
　を備えることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、サービス品質（ＱｏＳ）制御のためのノード及び方法に関する。本
発明は特に、限定する訳ではないが、セッション記述プロトコル（ＳＤＰ）メッセージの
使用を必須としないハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）のようなプロトコルに
基づく通信のためのＱｏＳ制御を可能にする技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ボイス・オーバー・ＩＰ（ＶｏＩＰ）通信サービスやビデオストリーミングサー
ビスのようなサービスが普及している。そのようなサービスは遅延に弱いので、適切なサ
ービス品質（ＱｏＳ）を提供することが重要である。
【０００３】
　ＷＯ２００７／０４５２７８は、２以上のネットワーク間でのサービス品質の相互運用
性を確保するメカニズムを提案している。ＷＯ２００７／０４５２７８によれば、ＳＤＰ
メッセージの中に記述されるメディアタイプは、ユニバーサル・プラグ・アンド・プレイ
（ＵＰｎＰ）ネットワークにおける通信トラヒックの優先度に対応するUPnP TrafficClas
s値にマッピングされる。
【０００４】
　しかしながら、ＷＯ２００７／０４５２７８はＳＤＰメッセージに依拠しているので、
ＳＤＰメッセージの使用を必須としないＨＴＴＰのようなプロトコルに基づく通信のため
にＱｏＳを提供することができない。
【０００５】
　ところで、ＷＯ２００７／０４５２７８に記述されるように通信が２以上のネットワー
クを横断する場合、或るネットワークにおいてセットされた通信の優先度が別のネットワ
ークにおいてセットされた通信の優先度と調和しない場合、通信リソースが無駄になりが
ちである。例えば、第１のネットワークにおいて高い優先度がセットされ、第１のネット
ワークに接続された第２のネットワークにおいて低い優先度がセットされる場合を考える
。この場合、通信トラヒックは、ほとんど遅延せずに第１のネットワークを通過するであ
ろうが、第２のネットワークにおいては遅延するかもしれない。その結果、通信に高い優
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先度を与えるために予約された第１のネットワークの通信リソースは、無駄になるであろ
う。
【０００６】
　しかしながら、複数のネットワークにおいて調和したＱｏＳ制御を可能にする従来の技
術は存在しない。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明は上述の課題に対処することを意図したものであり、その特徴は、ＳＤＰメッセ
ージの使用を必須としないＨＴＴＰのようなプロトコルに基づく通信のためのＱｏＳ制御
を可能にする技術を導入することである。
【０００８】
　本発明の他の特徴は、複数のネットワークにおける調和したＱｏＳ制御を可能にするこ
とである。
【０００９】
　本発明の第１の態様によれば、ネットワークがサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決
定するための決定ノードを含み、第１の通信デバイスと第２の通信デバイスとが前記ネッ
トワークに接続されている環境において使用される制御ノードであって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ユニットであって、前記ＱｏＳ要求は、前
記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報を含む
、要求受信ユニットと、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ユニットと
、
　前記ネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための、前記
決定ノードが決定した前記ネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信するパラメータ
受信ユニットと、
　前記ネットワークのための前記ＱｏＳパラメータの前記決定の結果を前記第２の通信デ
バイスへ送信する送信ユニットと、
　を備えることを特徴とする制御ノードが提供される。
【００１０】
　本発明の第２の態様によれば、第１のネットワークがゲートウェイノードを介して第２
のネットワークに接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイスを含み、前記
第２のネットワークがサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決定するための決定ノードを
含み、第２の通信デバイスが前記第２のネットワークに接続されている環境において使用
される制御ノードであって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ユニットであって、前記ＱｏＳ要求は、前
記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報を含む
、要求受信ユニットと、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ユニットと
、
　前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
、前記決定ノードが決定した前記第２のネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信す
るパラメータ受信ユニットと、
　前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳパラメータの前記決定の結果を前記第２の
通信デバイスへ送信する送信ユニットと、
　を備えることを特徴とする制御ノードが提供される。
【００１１】
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　本発明の第３の態様によれば、第１のネットワークがゲートウェイノードを介して第２
のネットワークに接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイスと前記第１の
ネットワークにおいてサービス品質（ＱｏＳ）を実行するための第１のＱｏＳ実行ノード
とを含み、前記第２のネットワークが前記第２のネットワークにおいてＱｏＳを実行する
ための第２のＱｏＳ実行ノードを含み、第２の通信デバイスが前記第２のネットワークに
接続されている環境において使用される、ＱｏＳパラメータを決定するための決定ノード
であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためのＱ
ｏＳパラメータを決定する要求を受信する受信ユニットであって、前記要求は、前記通信
セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報を含む、受信
ユニットと、
　前記ゲートウェイノードと通信する制御ノードから、前記第１のネットワークにおいて
前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第１のネットワーク
関連情報を取得し、前記第２のＱｏＳ実行ノードから、前記第２のネットワークにおいて
前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第２のネットワーク
関連情報を取得する、取得ユニットと、
　前記第１のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
第１のＱｏＳパラメータと、前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのため
のＱｏＳを実行するための第２のＱｏＳパラメータとを、前記セッション関連情報、前記
第１のネットワーク関連情報、及び前記第２のネットワーク関連情報に基づいて決定する
決定ユニットと、
　前記第１のＱｏＳパラメータを前記第１のＱｏＳ実行ノードへ送信し、前記第２のＱｏ
Ｓパラメータを前記第２のＱｏＳ実行ノードへ送信する、送信ユニットと、
　を備えることを特徴とする決定ノードが提供される。
【００１２】
　本発明の第４の態様によれば、ネットワークがサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決
定するための決定ノードを含み、第１の通信デバイスと第２の通信デバイスとが前記ネッ
トワークに接続されている環境において使用される制御ノードを制御する方法であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ステップであって、前記ＱｏＳ要求は、前
記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報を含む
、要求受信ステップと、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ステップと
、
　前記ネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための、前記
決定ノードが決定した前記ネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信するパラメータ
受信ステップと、
　前記ネットワークのための前記ＱｏＳパラメータを前記第２の通信デバイスへ送信する
送信ステップと、
　を備えることを特徴とする方法が提供される。
【００１３】
　本発明の第５の態様によれば、第１のネットワークがゲートウェイノードを介して第２
のネットワークに接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイスを含み、前記
第２のネットワークがサービス品質（ＱｏＳ）パラメータを決定するための決定ノードを
含み、第２の通信デバイスが前記第２のネットワークに接続されている環境において使用
される制御ノードを制御する方法であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためにＱ
ｏＳを提供するＱｏＳ要求を受信する要求受信ステップであって、前記ＱｏＳ要求は、前
記通信セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報を含む
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、要求受信ステップと、
　前記決定ノードに対して、前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するためのＱｏＳ
パラメータを前記セッション関連情報に基づいて決定するように要求する要求ステップと
、
　前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
、前記決定ノードが決定した前記第２のネットワークのためのＱｏＳパラメータを受信す
るパラメータ受信ステップと、
　前記第２のネットワークのための前記ＱｏＳパラメータを前記第２の通信デバイスへ送
信する送信ステップと、
　を備えることを特徴とする方法が提供される。
【００１４】
　本発明の第６の態様によれば、第１のネットワークがゲートウェイノードを介して第２
のネットワークに接続され、前記第１のネットワークが第１の通信デバイスと前記第１の
ネットワークにおいてサービス品質（ＱｏＳ）を実行するための第１のＱｏＳ実行ノード
とを含み、前記第２のネットワークが前記第２のネットワークにおいてＱｏＳを実行する
ための第２のＱｏＳ実行ノードを含み、第２の通信デバイスが前記第２のネットワークに
接続されている環境において使用される、ＱｏＳパラメータを決定するための決定ノード
を制御する方法であって、
　前記第１の通信デバイスと前記第２の通信デバイスとの間の通信セッションのためのＱ
ｏＳパラメータを決定する要求を受信する受信ステップであって、前記要求は、前記通信
セッションのために必要とされるＱｏＳの導出元となるセッション関連情報を含む、受信
ステップと、
　前記ゲートウェイノードと通信する制御ノードから、前記第１のネットワークにおいて
前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第１のネットワーク
関連情報を取得し、前記第２のＱｏＳ実行ノードから、前記第２のネットワークにおいて
前記通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳの導出元となる第２のネットワーク
関連情報を取得する、取得ステップと、
　前記第１のネットワークにおいて前記通信セッションのためのＱｏＳを実行するための
第１のＱｏＳパラメータと、前記第２のネットワークにおいて前記通信セッションのため
のＱｏＳを実行するための第２のＱｏＳパラメータとを、前記セッション関連情報、前記
第１のネットワーク関連情報、及び前記第２のネットワーク関連情報に基づいて決定する
決定ステップと、
　前記第１のＱｏＳパラメータを前記第１のＱｏＳ実行ノードへ送信し、前記第２のＱｏ
Ｓパラメータを前記第２のＱｏＳ実行ノードへ送信する、送信ステップと、
　を備えることを特徴とする方法が提供される。
【００１５】
　本発明の主な利点は、ＳＤＰメッセージの使用を必須としないＨＴＴＰのようなプロト
コルに基づく通信のためのＱｏＳ制御が可能になることである。
【００１６】
　本発明の更なる特徴は、添付の図面を参照する例示的な実施形態に関する以下の説明か
ら明らかになるであろう。添付の図面においては、全図を通して、同一の参照符号は同一
又は類似の部分を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、第１の実施形態に従う通信システム１００の概要を示す。
【図２】図２は、第１及び第２の実施形態に従うアプリケーションサーバ（ＡＳ）１１１
の機能ブロック図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に従う、ユーザ装置（ＵＥ）１２０とサービス提供サー
バ（ＳＰＳ）１３０との間の通信セッションのためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケ
ンス図である。
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【図４】図４は、第１の実施形態の代替シナリオに従う、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との
間の通信セッションのためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケンス図である。
【図５】図５は、第２の実施形態に従う通信システム５００の概要を示す。
【図６】図６は、第２の実施形態に従うポリシー決定機能（ＰＤＦ）５３０の機能ブロッ
ク図である。
【図７】図７は、第２の実施形態に従う、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッシ
ョンのためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケンス図である。
【図８】図８は、第２の実施形態の代替シナリオに従う、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との
間の通信セッションのためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。以下に記述する各実施形態
は、一般的なものからより具体的なものまでの多様なコンセプトを理解する一助となるで
あろう。
【００１９】
　なお、本発明の技術的範囲は、特許請求の範囲によって規定されるのであって、以下の
各実施形態によって限定される訳ではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の
組み合わせ全てが、本発明に必須とは限らない。
【００２０】
　（第１の実施形態）
　図１は、第１の実施形態に従う通信システム１００の概要を示す。通信システム１００
は、例えばインターネットでもよい広域ネットワーク（ＷＡＮ）１００を含む。第１の通
信デバイスとして働くユーザ装置（ＵＥ）１２０、及び、第２の通信デバイスとして働く
サービス提供プロバイダ（ＳＰＳ）１３０が、ＷＡＮ１１０に接続されている。ＵＥ１２
０及びＳＰＳ１３０は、ＷＡＮ１１０経由で相互に通信することができる。
【００２１】
　ＷＡＮ１１０は、アプリケーションサーバ（ＡＳ）１１１、ポリシー決定機能（ＰＤＦ
）１１２、及びポリシー実行機能（ＰＥＦ）１１３を含む。ＡＳ１１１は、例えばＵＥ１
２０の能力及びプレゼンス状態を表す、ＵＥ１２０のデバイス関連情報を定期的に取得す
るように構成される。幾つかのシナリオにおいては、ＡＳ１１１はまた、ＵＥ１２０とＳ
ＰＳ１３０との間の通信を仲介するプロキシサーバとして働くようにも構成される。
【００２２】
　ＰＤＦ１１２は、ユーザのための、ＱｏＳポリシーを含むポリシーを決定して許可する
機能エンティティである。ＰＤＦ１１２は、ＱｏＳポリシーを実行するためのＱｏＳパラ
メータを決定するように構成される。ＰＤＦ１１２は、３ＧＰＰのポリシー及び課金制御
アーキテクチャ（ＰＣＣ）（３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２０３）に規定されるポリシー及び課
金ルール機能（ＰＣＲＦ）であってもよいし、ＥＴＳＩ　ＴＩＳＰＡＮ（ＥＴＳＩ　ＥＳ
　２８２　００３）に規定されるリソース及びアドミッション制御サブシステム（ＲＡＣ
Ｓ）であってもよいし、ＩＥＴＦ（ＩＥＴＦ　２７５３）に規定されるポリシー決定ポイ
ント（ＰＤＰ）であってもよい。
【００２３】
　ＰＥＦ１１３は、ＰＤＦ１１２によって決定されたＱｏＳパラメータに基づいてＱｏＳ
ポリシーを実行する機能エンティティである。ＰＥＦ１１３はまた、ＰＤＦ１１２によっ
て決定されたその他のポリシーも実行する。厳密には、ＰＥＦ１１３は、ＵＥ１２０とＳ
ＰＳ１３０との間のデータ伝送パスに配置された各ノード（アクセスルータなど）に実装
されるが、簡略化のため、図１にはそのようなノードは示されていない。
【００２４】
　なお、本明細書においてはＳＰＳのような具体的な用語が使用されているが、本発明は
これに限定されない。例えば、ＳＰＳ１３０の代わりにセルラ電話が採用されてもよい。
【００２５】
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　図２は、第１の実施形態に従うＡＳ１１１の機能ブロック図である。なお、ＡＳ１１１
の中の各ブロックの機能は、専用ハードウェアを用いて実装されてもよいし、プロセッサ
（不図示）が実行するソフトウェアを用いて実装されてもよいし、その組み合わせによっ
て実装されてもよい。
【００２６】
　ＡＳ１１１は、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッションのためにＱｏＳを提
供するＱｏＳ要求を受信する、要求受信ユニット２０１を含む。要求受信ユニット２０１
は、ＱｏＳ要求をＳＰＳ１３０から受信することができる。幾つかのシナリオにおいては
、要求受信ユニット２０１はまた、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信を仲介するプ
ロキシサーバとして働くようにも構成される。この場合、要求受信ユニット２０１は、Ｓ
ＰＳ１３０の代わりにＵＥ１２０からＱｏＳ要求を受信する。ＡＳ１１１の中の他のブロ
ックの動作は、図３及び図４のシーケンス図を参照して後述する。
【００２７】
　図３は、第１の実施形態に従う、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッションの
ためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケンス図である。簡略化のために、以下のシーケ
ンス図においては、本実施形態を説明するのに必要ない動作は省略する。なお、本発明は
、如何に記述するプロトコルには限定されない。例えば、以下に記述されるＨＴＴＰ　Ｇ
ＥＴ要求は、ＳＩＰ　ＩＮＶＩＴＥメッセージに置き換えられてもよい。
【００２８】
　ステップＳ３０１で、ＵＥ１２０は、例えばＨＴＴＰ　ＰＯＳＴ要求を用いて、ＵＥ１
２０のデバイス関連情報をＡＳ１１１へ送信する。デバイス関連情報は、ＡＳ１１１の取
得ユニット２０２によって受信される。デバイス関連情報は、例えば、ＵＥ１２０の能力
及びプレゼンス状態を表し、能力の例には、ＵＥ１２０が処理可能な最大ビットレートが
含まれる。ステップＳ３０１の動作は、ＵＥ１２０がＷＡＮ１１０にアタッチしている間
は定期的に実行される。
【００２９】
　ステップＳ３０２で、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッショ
ンを確立するためのＨＴＴＰ　ＧＥＴ要求をＳＰＳ１３０へ送信する。ＨＴＴＰ　ＧＥＴ
要求は、ＳＰＳ１３０から受信すべきサービスを識別するサービスＩＤ、ＵＥ１２０のユ
ーザを識別するユーザＩＤ、及び、通信セッションのためにＱｏＳを提供するＱｏＳ要求
を含むことができる。ＱｏＳ要求は、通信セッションのために必要とされるＱｏＳ（例え
ば、帯域、優先度、など）の導出元となるセッション関連情報を含む。なお、ＨＴＴＰ　
ＧＥＴ要求を送信するＩＰパケットは、通信セッションを識別するセッション識別情報（
例えば、ＵＥ１２０及びＳＰＳ１３０のＩＰアドレス及びポート番号、及び、使用すべき
プロトコルタイプ）を含む。
【００３０】
　ステップＳ３０３で、ＳＰＳ１３０は、ＱｏＳ要求を分析し、要求されたＱｏＳをＳＰ
Ｓ１３０がサポートするか否かを判定する。要求されたＱｏＳをＳＰＳ１３０がサポート
しない場合、ＳＰＳ１３０はＱｏＳ要求を修正して、セッション関連情報が通信セッショ
ンのために必要とされるＱｏＳとしてＳＰＳ１３０がサポートするＱｏＳを示すようにす
る。
【００３１】
　ステップＳ３０４で、ＳＰＳ１３０は、ＱｏＳ要求及びセッション識別情報をＡＳ１１
１へ送信する。ＱｏＳ要求は、ＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１によって受信される
。ＳＰＳ１３０はまた、ユーザＩＤをＡＳ１１１へ送信してもよい。
【００３２】
　ステップＳ３０５で、ＡＳ１１１の要求ユニット２０３は、ＱｏＳ要求を分析し、ＰＤ
Ｆ１１２に対して、ＱｏＳ要求に基づいて（特に、必要とされるＱｏＳを示すセッション
関連情報に基づいて）ＱｏＳを実行するためのＱｏＳパラメータを決定するように要求す
る。このステップでは、要求ユニット２０３はまた、ＰＤＦ１１２へセッション識別情報



(12) JP 5420756 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

も送信する。加えて、要求ユニット２０３は、デバイス関連情報をＰＤＦ１１２へ送信し
て、ＰＤＦ１１２に対して、デバイス関連情報に更に基づいてＱｏＳパラメータを決定す
るように要求してもよい。また、要求受信ユニット２０１がＳ３０４においてユーザＩＤ
を受信していた場合は、要求ユニット２０３は、ＵＥ１２０のユーザのユーザＩＤに関連
付けられた、ＱｏＳに関するプリファレンスを取得し、ＰＤＦ１１２へプリファレンスを
送信し、ＰＤＦ１１２に対して、プリファレンスに更に基づいてＱｏＳパラメータを決定
するように要求してもよい。
【００３３】
　ステップＳ３０６で、ＰＤＦ１１２は、必要とされるＱｏＳをＷＡＮ１１０において実
行するためにＰＥＦ１１３によって使用されるＱｏＳパラメータを決定する。このステッ
プでは、ＰＤＦ１１２は、ＷＡＮ１１０における現在の輻輳状態を取得し、現在の輻輳状
態に基づいてＱｏＳパラメータを決定してもよい。ＰＤＦ１１２がステップＳ３０５にお
いてデバイス関連情報を受信していた場合は、ＰＤＦ１１２は、ＱｏＳパラメータがＵＥ
１２０の能力を超えないようにＱｏＳパラメータを決定してもよい。また、ＰＤＦ１１２
がステップＳ３０５においてユーザのプリファレンスを受信していた場合、ＰＤＦ１１２
は、プリファレンスに従ってＱｏＳパラメータを決定してもよい。
【００３４】
　ステップＳ３０７で、ＰＤＦ１１２は、決定されたＱｏＳパラメータ及びセッション識
別情報をＰＥＦ１１３へ送信する。
【００３５】
　ステップＳ３０８で、ＰＥＦ１１３は、セッション識別情報によって識別される通信セ
ッションのために、ステップＳ３０７で受信したＱｏＳパラメータを用いてＱｏＳを有効
化する。
【００３６】
　ステップＳ３０９で、ＰＥＦ１１３は、ＰＤＦ１１２へ応答を返して、ＱｏＳが成功裏
に有効化されたということを通知する。
【００３７】
　ステップＳ３１０で、ＰＤＦ１１２は、ステップＳ３０６で決定したＱｏＳパラメータ
をＡＳ１１１へ送信する。ＱｏＳパラメータは、ＡＳ１１１のパラメータ受信ユニット２
０４によって受信される。
【００３８】
　ステップＳ３１１で、ＡＳ１１１の送信ユニット２０５は、ＱｏＳパラメータの決定の
結果をＳＰＳ１３０へ送信する。例えば、結果は、ステップＳ３０４において送信された
ＱｏＳ要求に基づく決定の「成功」又は「失敗」を表す。或いは、送信ユニット２０５は
、決定の結果として、決定されたＱｏＳパラメータをＳＰＳ１３０へ送信してもよい。後
者の場合、ＱｏＳパラメータに基づくＱｏＳが所与の閾値未満であれば、ＡＳ１１１の指
示ユニット２０６は、ＳＰＳ１３０に対して、ステップＳ３０２において識別されたサー
ビスのプロトコルを、これに比べて遅延に弱くないプロトコルに変更するように指示して
もよい。例えば、リアルタイムのメディア伝送のためにＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰパケットを
使用して最低でも１Ｍｂｐｓのビットレートを使用するビデオストリーミングサービスが
ステップＳ３０２において要求されたが、利用可能なビットレートが５００Ｋｂｐｓしか
ない場合を想定する。この場合、指示ユニット２０６は、ＳＰＳ１３０に対して、要求さ
れたビデオストリーミングサービスに関するビデオデータを、例えばファイル転送プロト
コル（ＦＴＰ）を用いて単一のファイルとしてＵＥ１２０へ送信するように指示してもよ
い。
【００３９】
　ステップＳ３１２で、ＳＰＳ１３０は、ＵＥ１２０との通信セッションを確立し、ステ
ップＳ３１１において受信したＱｏＳパラメータに基づく、ＳＰＳ１３０における通信セ
ッションのためのＱｏＳを有効化する。
【００４０】
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　ステップＳ３１３で、ＳＰＳ１３０は、ステップＳ３０２において要求されたサービス
に関するデータを、ＷＡＮ１１０のＰＥＦ１１３経由でＵＥ１２０へ送信する。ステップ
Ｓ３０８においてＱｏＳを有効化したＰＥＦ１１３によってデータが中継されるので、Ｕ
Ｅ１２０は、所与のＱｏＳが確保される態様でデータを受信することができる。
【００４１】
　代替シナリオでは、ＡＳ１１１は、プロキシサーバとして働いてもよい。具体的には、
ＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１が、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信を仲介
するプロキシサーバとして働く。
【００４２】
　図４は、第１の実施形態の代替シナリオに従う、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通
信セッションのためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケンス図である。簡略化のために
、サービスＩＤ、ユーザＩＤ、プリファレンスなどの使用に関する説明は省略するが、こ
れらは図３の場合と似たようなやり方で使用可能である。また、セッション識別情報は、
図３の場合と似たようなやり方で伝送される。
【００４３】
　ステップＳ４０１で、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッショ
ンを確立するために、ＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１に対してＨＴＴＰ　ＧＥＴ要
求を送信する。
【００４４】
　ステップＳ４０２で、ＡＳ１１１の要求ユニット２０３はＱｏＳ要求を分析し、プロキ
シサーバとして働くＡＳ１１１が要求されたＱｏＳをサポートするか否かを判定する。Ａ
Ｓ１１１が要求されたＱｏＳをサポートしない場合、要求ユニット２０３はＱｏＳ要求を
修正することにより、セッション関連情報が通信セッションのために要求されたＱｏＳと
してＡＳ１１１がサポートするＱｏＳを示すようにする。
【００４５】
　ステップＳ４０３で、ＡＳ１１１の要求ユニット２０３は、ＰＤＦ１１２に対して、Ｑ
ｏＳを実行するためのＱｏＳパラメータをＱｏＳ要求に基づいて（特に、必要とされるＱ
ｏＳを示すセッション関連情報に基づいて）決定するように要求する。この代替シナリオ
では、要求ユニット２０３は、ＰＤＦ１１２に対して、ＰＥＦ１１３が使用するＱｏＳパ
ラメータに加えて実行ユニット２０７が使用するＱｏＳパラメータを決定するように要求
することができる。
【００４６】
　ステップＳ４０４で、ＰＤＦ１１２は、ＷＡＮ１１０において必要とされるＱｏＳを実
行するためにＰＥＦ１１３が使用するＱｏＳパラメータを決定する。また、ＰＤＦ１１２
は、プロキシサーバとして働く要求受信ユニット２０１において必要とされるＱｏＳを実
行するためにＡＳ１１１の実行ユニットが使用するＱｏＳパラメータを決定してもよい。
このステップでは、ＰＤＦ１１２は、ＷＡＮ１１０の現在の輻輳状態を取得し、現在の輻
輳状態に基づいてＱｏＳパラメータを決定してもよい。
【００４７】
　ステップＳ４０５で、ＰＤＦ１１２は、ステップＳ４０４において決定されたＰＥＦ１
１３のためのＱｏＳパラメータと実行ユニット２０７のためのＱｏＳパラメータとをＡＳ
１１１へ送信する。ＱｏＳパラメータは、ＡＳ１１１のパラメータ受信ユニット２０４に
よって受信される。
【００４８】
　ステップＳ４０６で、ＡＳ１１１の実行ユニット２０７は、ステップＳ４０５において
受信した実行ユニット２０７のためのＱｏＳパラメータを用いて、セッション識別情報に
よって識別される通信セッションのための要求受信ユニット２０１におけるＱｏＳを有効
化する。
【００４９】
　ステップＳ４０７で、ＡＳ１１１の送信ユニット２０５は、ＱｏＳパラメータ（ＰＥＦ
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１１３のためのものと実行ユニット２０７のためのもの両方）をＳＰＳ１３０へ送信する
。また、送信ユニット２０５は、ＳＰＳ１３０に対してＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間
の通信セッションを確立するように要求するために、ステップＳ４０１において受信した
サービスＩＤを送信する。このステップでは、ＡＳ１１１の指示ユニット２０６は、図３
のＳ３１１の場合と似たようなやり方で、ＳＰＳ１３０に対してプロトコルを変更するよ
うに指示してもよい。
【００５０】
　ステップＳ４０８で、ＳＰＳ１３０は、ＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１に対して
ＱｏＳ更新要求を送信することにより、ＱｏＳを再交渉して修正するプロセスを起動する
ことができる。この操作は、例えば、ＳＰＳ１３０がステップＳ４０７において受信した
ＱｏＳパラメータに基づくＱｏＳを満たすことができない場合に、実行される。
【００５１】
　ステップＳ４０９で、ＳＰＳ１３０は、ＷＡＮ１１０のＰＥＦ１１３に加えてＡＳ１１
１の要求受信ユニット２０１を経由して、ステップＳ４０７において要求されたサービス
に関するデータをＵＥ１２０へ送信する。データは要求受信ユニット２０１及びＰＥＦ１
１３によって中継され、要求受信ユニット２０１及びＰＥＦ１１３はステップＳ４０６及
びステップＳ３０８においてＱｏＳを有効化しているので、ＵＥ１２０は所与のＱｏＳが
確保された態様でデータを受信することができる。
【００５２】
　図４では、ＵＥ１２０が要求するサービスに関するデータは、ステップＳ４０９におい
て説明したように、ＡＳ１１１を経由してＳＰＳ１３０からＵＥ１２０へ送信されるもの
とした。しかしながら、ＳＰＳ１３０は、ＡＳ１１１を経由せずにデータをＵＥ１２０へ
送信してもよい。この場合、ステップＳ４０６におけるＱｏＳの有効化及びこれに関連す
る操作は、省略することができる。
【００５３】
　上述の通り、ＡＳ１１１がＵＥ１２０又はＳＰＳ１３０から受信したＱｏＳ要求を処理
するので、ＳＤＰメッセージの使用を必須としないＨＴＴＰのようなプロトコルに基づく
通信のためにＱｏＳ制御が有効化される。
【００５４】
　（第２の実施形態）
　本発明のコンセプトは、ＵＥ１２０がＷＡＮ１１０とは異なるネットワークに含まれる
場合にも適用可能である。
【００５５】
　図５は、第２の実施形態に従う通信システム５００の概要を示す。通信システム５００
は、ホームネットワーク５１０（第１のネットワークとも呼ばれる）と、広域ネットワー
ク（ＷＡＮ）１１０（第２のネットワークとも呼ばれる）とを含む。ホームネットワーク
５１０は、ＩＰネットワークであり、ゲートウェイ（ＧＷ）５２０を介してＷＡＮ１１０
に接続されている。ＧＷ５２０は、ホームネットワーク５１０におけるＱｏＳを実行する
ためのＰＥＦを含む。ＷＡＮ１１０は、第１の実施形態の場合と同様、ＰＤＦ１１２を含
むことができる。しかしながら、図５に示すようにＷＡＮ１１０がＰＤＦ５３０（これは
後で図６乃至図８を参照して詳細に説明する）を含む場合は、ＰＤＦ５３０は、ホームネ
ットワーク５１０及びＷＡＮ１１０において調和したＱｏＳ制御を有効化する。
【００５６】
　図６は、第２の実施形態に従うポリシー決定機能（ＰＤＦ）５３０の機能ブロック図で
ある。なお、ＰＤＦ５３０の中の各ブロックの機能は、専用ハードウェアを用いて実装さ
れてもよいし、プロセッサ（不図示）が実行するソフトウェアを用いて実装されてもよい
し、その組み合わせによって実装されてもよい。ＰＤＦ５３０の中の各ブロックの動作は
、図７及び図８のシーケンス図を参照して後述する。
【００５７】
　図７は、第２の実施形態に従う、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッションの
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ためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケンス図である。簡略化のために、サービスＩＤ
、ユーザＩＤ、プリファレンスなどの使用に関する説明は省略するが、これらは図３の場
合と似たようなやり方で使用可能である。また、セッション識別情報は、図３の場合と似
たようなやり方で伝送される。
【００５８】
　ステップＳ７０１で、ＧＷ５２０は、ホームネットワーク５１０のネットワーク関連情
報を収集する。ネットワーク関連情報は、例えば、ホームネットワーク５１０における進
行中のセッションの数や利用可能帯域幅を含む。換言すると、ネットワーク関連情報とは
、ホームネットワーク５１０における通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳを
そこから導出可能な情報である。ＧＷ５２０はまた、ＵＥ１２０のデバイス関連情報も収
集する。そして、ＧＷ５２０は、例えばＨＴＴＰ　ＰＯＳＴ要求を用いて、デバイス関連
情報及びネットワーク関連情報をＡＳ１１１へ送信する。ステップＳ７０１の動作は、Ｇ
Ｗ５２０がＷＡＮ１１０にアタッチしている間に定期的に実行される。
【００５９】
　ステップＳ７０２で、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッショ
ンを確立するために、ＧＷ５２０経由でＳＰＳ１３０に対してＨＴＴＰ　ＧＥＴ要求を送
信する。
【００６０】
　ステップＳ７０３で、ＰＤＦ５３０の受信ユニット６０１は、通信セッションのための
ＱｏＳパラメータを決定する要求を受信する。この要求は、セッション関連情報を含む。
【００６１】
　ステップＳ７０４で、ＰＤＦ５３０の取得ユニット６０２は、ホームネットワーク５１
０のネットワーク関連情報をＡＳ１１１から取得する。取得ユニット６０２はまた、ＷＡ
Ｎ１１０のネットワーク関連情報をＰＥＦ１１３から取得する。ＷＡＮ１１０のネットワ
ーク関連情報は、ホームネットワーク５１０のネットワーク関連情報と同様、ＷＡＮ１１
０における通信セッションのために実行可能な最高のＱｏＳをそこから導出可能な情報で
ある。
【００６２】
　ステップＳ７０５で、ＰＤＦ５３０の決定ユニット６０３は、ＷＡＮ１１０において必
要とされるＱｏＳを実行するためにＰＥＦ１１３が使用するＱｏＳパラメータを決定する
。決定ユニット６０３はまた、ホームネットワーク５１０において必要とされるＱｏＳを
実行するためにＧＷ５２０のＰＥＦが使用するＱｏＳパラメータも決定する。このステッ
プでは、決定ユニット６０３は、必要とされるＱｏＳを示すセッション関連情報に加えて
ホームネットワーク５１０のネットワーク関連情報及びＷＡＮ１１０のネットワーク関連
情報に基づいてＱｏＳパラメータの決定を行うことで、ホームネットワーク５１０のため
のＱｏＳがＷＡＮ１１０のためのＱｏＳに調和する（又は整合する）ようにする。例えば
、セッション関連情報が、通信セッションが最低でも５Ｍｂｐｓを要求し可能であれば１
０Ｍｂｐｓを要求すると示し、ホームネットワーク５１０のネットワーク関連情報が、ホ
ームネットワーク５１０において利用可能な最高ビットレートが１０Ｍｂｐｓであると示
し、ＷＡＮ１１０のネットワーク関連情報が、ＷＡＮにおいて利用可能な最高ビットレー
トが６Ｍｂｐｓであると示す場合を想定する。この場合、決定ユニット６０３は、ホーム
ネットワーク５１０及びＷＡＮ１１０の両方において通信セッションのために６Ｍｂｐｓ
が予約されるように、ホームネットワーク５１０及びＷＡＮ１１０のためのＱｏＳパラメ
ータを決定する。このようにして、所与のネットワークに関する通信リソースの浪費を避
けることができる（ホームネットワーク５１０のために１０Ｍｂｐｓが予約されて、ホー
ムネットワーク５１０において（１０－６）＝４Ｍｂｐｓが浪費される場合と比べて）。
このステップでは、決定ユニット６０３は、ＵＥ１２０のデバイス関連情報に更に基づい
てＱｏＳパラメータの決定を行ってもよい。
【００６３】
　ステップＳ７０６で、ＰＤＦ５３０の送信ユニット６０４は、ＷＡＮ１１０のためのＱ



(16) JP 5420756 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

ｏＳパラメータをＡＳ１１１へ送信する。送信ユニット６０４はまた、ホームネットワー
ク５１０のためのＱｏＳパラメータ及びセッション識別情報もＡＳ１１１へ送信する。
【００６４】
　ステップＳ７０７で、ＡＳ１１１は、ホームネットワーク５１０のためのＱｏＳパラメ
ータ及びセッション識別情報をＧＷ５２０へ送信する。或いは、送信ユニット６０４は、
ホームネットワーク５１０のためのＱｏＳパラメータ及びセッション識別情報を、ステッ
プＳ７０６においてＧＷ５２０へ直接送信してもよい。
【００６５】
　ステップＳ７０８で、ＧＷ５２０のＰＥＦは、ステップＳ７０７で受信したＱｏＳパラ
メータを用いて、セッション識別情報により識別される通信セッションのためのＱｏＳを
有効化する。
【００６６】
　ステップＳ７０９で、ＧＷ５２０は、ＡＳ１１１に対して応答を返すことにより、ホー
ムネットワーク５１０においてＱｏＳが成功裏に有効化されたということを通知する。
【００６７】
　ステップＳ７１０で、ＳＰＳ１３０は、ＷＡＮ１１０のＰＥＦ１１３及びＧＷ５２０を
経由して、ステップＳ７０２において要求されたサービスに関するデータをＵＥ１２０へ
送信する。データはＰＥＦ１１３及びＧＷ５２０によって中継され、ＰＥＦ１１３及びＧ
Ｗ５２０はステップＳ３０８及びステップＳ７０８においてＱｏＳを有効化しているので
、ＵＥ１２０は所与のＱｏＳが確保された態様でデータを受信することができる。
【００６８】
　代替シナリオでは、ＡＳ１１１は、プロキシサーバとして働いてもよい。具体的には、
ＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１が、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信を仲介
するプロキシサーバとして働く。
【００６９】
　図８は、第２の実施形態の代替シナリオに従う、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通
信セッションのためにＱｏＳを提供する手順を示すシーケンス図である。簡略化のために
、サービスＩＤ、ユーザＩＤ、プリファレンスなどの使用に関する説明は省略するが、こ
れらは図３の場合と似たようなやり方で使用可能である。また、セッション識別情報は、
図３の場合と似たようなやり方で伝送される。
【００７０】
　ステップＳ８０１で、ＵＥ１２０は、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッショ
ンを確立するために、ＧＷ５２０経由で、ＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１に対して
ＨＴＴＰ　ＧＥＴ要求を送信する。
【００７１】
　ステップＳ８０２で、ＡＳ１１１の要求ユニット２０３は、ＰＤＦ５３０に対して、Ｑ
ｏＳを実行するためのＱｏＳパラメータをＱｏＳ要求に基づいて（特に、必要とされるＱ
ｏＳを示すセッション関連情報に基づいて）決定するように要求する。この代替シナリオ
では、要求ユニット２０３は、ＰＤＦ５３０に対して、ＰＥＦ１１３が使用するＱｏＳパ
ラメータに加えて実行ユニット２０７が使用するＱｏＳパラメータを決定するように要求
することができる。このＱｏＳ要求は、ＰＤＦ５３０の受信ユニット６０１によって受信
される。
【００７２】
　ステップＳ８０３で、ＰＤＦ５３０の決定ユニット６０３は、ＷＡＮ１１０において必
要とされるＱｏＳを実行するためにＰＥＦ１１３が使用するＱｏＳパラメータを決定する
。決定ユニット６０３はまた、ホームネットワーク５１０において必要とされるＱｏＳを
実行するためにＧＷ５２０のＰＥＦが使用するＱｏＳパラメータも決定する。また、ＰＤ
Ｆ１１２は、プロキシサーバとして働く要求受信ユニット２０１において必要とされるＱ
ｏＳを実行するためにＡＳ１１１の実行ユニットが使用するＱｏＳパラメータを決定して
もよい。このステップでは、決定ユニット６０３は、通信リソースの浪費を避けるために
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、ホームネットワーク５１０のためのＱｏＳパラメータと、ＰＥＦ１１３のためのＱｏＳ
パラメータと、ＡＳ１１１の実行ユニット２０７のためのＱｏＳパラメータとが相互に調
和するように、決定を行う。
【００７３】
　ステップＳ８０４で、ＰＤＦ５３０の送信ユニット６０４は、ステップＳ８０３におい
て決定されたホームネットワーク５１０のためのＱｏＳパラメータと、ＰＥＦ１１３のた
めのＱｏＳパラメータと、実行ユニット２０７のためのＱｏＳパラメータとを、ＡＳ１１
１へ送信する。
【００７４】
　ステップＳ８０５で、ＳＰＳ１３０は、ＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１に対して
ＱｏＳ更新要求を送信することにより、ＱｏＳを再交渉して修正するプロセスを起動する
ことができる。この操作は、例えば、ＳＰＳ１３０がステップＳ４０７において受信した
ＱｏＳパラメータに基づくＱｏＳを満たすことができない場合に、実行される。
【００７５】
　ステップＳ８０６で、ＳＰＳ１３０は、ＷＡＮ１１０のＰＥＦ１１３及びＧＷ５２０に
加えてＡＳ１１１の要求受信ユニット２０１を経由して、ステップＳ４０７において要求
されたサービスに関するデータをＵＥ１２０へ送信する。データは要求受信ユニット２０
１、ＰＥＦ１１３、及びＧＷ５２０によって中継され、要求受信ユニット２０１、ＰＥＦ
１１３、及びＧＷ５２０はステップＳ４０６、ステップＳ３０８、及びステップＳ７０８
においてＱｏＳを有効化しているので、ＵＥ１２０は所与のＱｏＳが確保された態様でデ
ータを受信することができる。
【００７６】
　図８では、ＵＥ１２０が要求するサービスに関するデータは、ステップＳ４０９におい
て説明したように、ＡＳ１１１を経由してＳＰＳ１３０からＵＥ１２０へ送信されるもの
とした。しかしながら、ＳＰＳ１３０は、ＡＳ１１１を経由せずにデータをＵＥ１２０へ
送信してもよい。この場合、ステップＳ４０６におけるＱｏＳの有効化及びこれに関連す
る操作は、省略することができる。
【００７７】
　上述の通り、ＡＳ１１１がＵＥ１２０又はＳＰＳ１３０から受信したＱｏＳ要求を処理
するので、ＳＤＰメッセージの使用を必須としないＨＴＴＰのようなプロトコルに基づく
通信のためにＱｏＳ制御が有効化される。
【００７８】
　また、ホームネットワーク５１０及びＷＡＮ１１０のためのＱｏＳパラメータをＰＤＦ
５３０が中央集中化されたやり方で決定するので、複数のネットワークにおいて調和した
ＱｏＳ制御を有効化することができる。
【００７９】
　（変形例）
　図７に示すように、ＡＳ１１１は、ホームネットワーク５１０のネットワーク関連情報
を収集する機能を有する。しかしながら、この機能は、ＡＳ１１１から分離していてもよ
い。この場合、ＰＤＦ５３０は、例えば、ホームネットワーク５１０を管理するプレゼン
スサーバからホームネットワーク５１０のネットワーク関連情報を取得することができる
。
【００８０】
　本発明のコンセプトは、ＵＥ１２０がＧＷ５２０をプロキシとして使用せずにアプリケ
ーションレベルのセッション制御メッセージを送受信する場合にも適用可能である。この
場合、ホームネットワーク５１０のためのＱｏＳパラメータは、ＧＷ５２０を経由せずに
ＰＤＦ５３０からＵＥ１２０へ伝送することができる。
【００８１】
　本発明のコンセプトは、ＵＥ１２０とＳＰＳ１３０との間の通信セッションを確立する
要求がサードパーティーデバイスによって開始される場合にも適用可能である。しかしな
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がら、サードパーティーデバイスがホームネットワーク５１０に含まれている必要は無い
。
【００８２】
　ＡＳ１１１は、ＰＤＦ５３０に対してＧＷ５２０のアドレス情報を提供することができ
、こうして、ＰＤＦ５３０は、ホームネットワーク５１０のためのＱｏＳパラメータをＧ
Ｗ５２０へ直接（即ち、ＡＳ１１１を経由せずに）送信することができる。
【００８３】
　例示的な実施形態を参照して本発明を説明してきたが、理解されるであろうが、本発明
は開示された例示的な実施形態に限定されない。添付の請求項の範囲には、あらゆる修正
及び均等な構造及び機能を包含するように最も広い解釈が与えられる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(20) JP 5420756 B2 2014.2.19
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